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謹啓  向春の候ますます御清祥のこととお喜び申し上げます。 

 さて、平成２３年１２月１３日から１６日まで実施いたしました本校修学旅行に

対しまして、大変温かい御支援を賜り、誠にありがとうございました。皆様からの

様々な御支援に、生徒及び教職員一同、本当に励まされました。改めて心から御礼

申し上げます。 

 本校のある福島県南相馬市は、震災によって甚大な被害を受け、多くの市民の生

命と財産が奪われました。さらに、東京電力福島第一原発から約２５キロ北方に位

置する本校は、同発電所の事故により、平成２３年５月８日まで休校を余儀なくさ

れました。幸い生徒は全員無事でしたが、震災・原発事故の影響で半数近い生徒が

県内外の高校へ転学しました。そのような中、修学旅行についても中止やむなしと

いう苦渋の決断をせざるを得ませんでした。 

 先が見通せない状況が続きましたが、平成２３年５月９日から福島県内の他校の

校舎をお借りする形で、ようやく学校を再開することができました。生徒たちは、

慣れない場所で懸命に学習や部活動の再スタートを切りました。そのような中、愛

媛県「えひめ愛顔の助け合い基金」による修学旅行支援のお話しをいただいた時に

は、多くの生徒から「修学旅行ができるんですか！本当にうれしい！」という声が

上がり、歓喜に満ちました。愛媛県観光物産課の方々のご支援をいただきながら旅

行計画を作成している間も、皆、感謝の気持ちでいっぱいでした。 

 愛媛県での修学旅行は、松山空港での歓迎セレモニーから始まり、愛媛県知事様

表敬訪問、東温高校・松山中央高校・松山北高校との心温まる交流会、東温市坊ち

ゃん劇場での素晴らしいミュージカル観劇、瀬戸内海クルージング観光、壮大な松

山城見学等々、どれをとっても大変意義深く、思い出深いものとなりました。また、

道後温泉ホテル椿館別館の皆様にも、滞在中は本当にお世話になりました。この度

の修学旅行を通し、愛媛県の皆様の温かさを強く感じた次第です 

 平成２３年１０月末にはようやく本校での授業を再開することができましたが、

一部の生徒は、いまだに避難生活を余儀なくされている者もおり、学校の完全な復

興への道のりは決して平坦なものではありません。しかしながら、皆様の御支援を

励みに、教職員・生徒一同一丸となって学校の復興に取り組んでいく決意でありま

す。 

 結びに、皆様の今後ますますの御健勝と御活躍を心より祈念申し上げ、御礼とさ

せていただきます。 
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 厳寒の候、益々御清祥のこととお喜び申し上げます。 

 さて、この度は当校に対しまして、温かいお心遣いをいただきまして、誠にありがとうござ

いました。心より感謝申し上げます。大震災から３年が経とうとしておりますが、原発事故の

被害は大きく、この地域の復興も中々進んでいかない現状にあります。 

 原発事故後に校舎を追われ、サテライト校として２箇所に分かれておりました当校も、昨年

４月に元の校舎に戻り、震災前の原町高校に戻るべく邁進しております。生徒や教師の人数は、

以前より減少している中ではありますが、学習活動はもとより、昨年実施した震災後初めての

文化祭（柏曜祭）をはじめとして、部活動、生徒会活動で活気ある原町高校を地域に発信し続

けております。 

 貴校には、震災直後から修学旅行団の受け入れをはじめ多大なるご支援を受けて参りました。

誠にありがとうございます。今回も陽光桜や伊予柑をお送り頂き、その温かいお心遣いに生徒・

教職員一同心より感謝いたしております。今後も様々な面で交流を図っていければと考えてお

りますので、何とぞよろしくお願いいたします。 

 最後になりましたが、皆様の御健勝と益々の御発展を御祈念申し上げ、御礼とさせていただ

きます。 
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